
 
 

 
守谷市立郷州小学校 

１　特別の教育課程の内容 

（１）特別の教育課程を編成・実施する学校 

　　　守谷市立郷州小学校 

 

（２）特別の教育課程の概要 

　　　守谷市保幼小中高一貫教育のスローガン「世界に輝く人づくり」を目指し、急速

に進展するグローバル化に対応することができる人材を育成するため、小学校１年

生～２年生において、生活科の３５時間分（１年生は３４時間分）を設定する。「英

語活動」においては、守谷市独自に配置している外国語指導助手（ALT)との交流の

機会を多く設け、体験的な活動を通して外国語や異文化を理解し、自他の文化や価

値を尊重することができるグローバルな視野や態度の素地を育む学習を行う。 
 
（３）学校又は地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施する 

必要性 

　守谷市では、保幼小中高一貫教育「きらめきプロジェクト」を推進し、就学前の

保育所等でも、英語を用いた遊びなどを積極的に取り入れたり、外国人講師との

英語での交流機会を設けたりしている。この保幼小中高一貫教育としての継続性

から、就学前の学びを小学校入学後においても継続する必要性がある。 

また、外国語教育に関する意識調査からも、外国語に係る学習への興味・関心が

高い児童の割合が高く、将来は国際社会で活躍することを希望する児童生徒も多

い。保護者からも本市の外国語教育に係る取組に対して高い支持を得ており、特

別の教育課程を編成する必要がある。 

 

（４）特例の適用開始日 

平成 23 年４月 

　　　平成 30 年４月　変更 

　　　平成 31 年４月　変更 

　　　令和２年４月　 変更 

　　　令和６年４月   継続 

　　　令和７年４月　 継続 

 

（５）取組の期間 

　　　令和９年３月 31日まで 

 

令和７年度　 

特別の教育課程の実施状況及び評価等について



２　特別の教育課程の編成・実施計画に基づく実施状況 

　・計画通り実施できている 
　・一部、計画通り実施できていない　　　　 
　・ほとんど計画通り実施できていない 
 
３　特別の教育課程に基づく教育の実施状況に関する自己評価結果 

（１）第１学年児童による評価 

①　英語活動の時間は、楽しいですか。 

 

 

 

 

 

 

　　②　ALT の先生といっしょの活動は楽しいですか。 

 

 

 

 

 

 

　　③　英語をもっと話せるようになりたいですか。 

 

 

 

 

 

 

　　④　外国のことをもっと知りたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 割合(%)
 とても楽しい ６７．１％

 楽しい ２１．４％

 あまり楽しくない ５．７％

 楽しくない ５．７％

 割合(%)
 とても楽しい ７０％

 楽しい ２４．３％

 あまり楽しくない ４．３％

 楽しくない １．４％

 割合(%)
 とても話せるようになりたい ８７．１％

 話せるようになりたい ８．６％

 あまり話せるようになりたくない １．４％

 話せるようになりたくない ２．９％

 割合(%)
 とても知りたい ６８．６％

 知りたい ２５．７％

 あまり知りたくない ０％

 知りたくない ５．７％



（２）第２学年児童による評価 

①　英語活動の時間は、楽しいですか。 

 

 

 

 

 

 

　　②　ALT の先生といっしょの活動は楽しいですか。 

 

 

 

 

 

 

　　③　英語をもっと話せるようになりたいですか。 

 

 

 

 

 

 

　　④　外国のことをもっと知りたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

（３）保護者による評価 

①　小学校１年生から外国語教育に取り組んでいることについて、どのようにお

考えですか。 

 

 

 

 

 

 
 

 割合(%)
 とても楽しい 66.0％

 楽しい 28.0％

 あまり楽しくない 4.0％

 楽しくない 2.0％

 割合(%)
 とても楽しい 72.0％

 楽しい 24.0％

 あまり楽しくない 0.0％

 楽しくない 4.0％

 割合(%)
 とても話せるようになりたい 76.0％

 話せるようになりたい 20.0％

 あまり話せるようになりたくない 2.0％

 話せるようになりたくない 2.0％

 割合(%)
 とても知りたい 62.0％

 知りたい 34.0％

 あまり知りたくない 2.0％

 知りたくない 2.0％

 割合(%)
 とてもよい 89.9％

 よい 10.1％

 あまりよくない 0.0％

 よくない 0.0％



②　お子様は、外国語教育の時間を楽しみにしていますか。 
 
 
 
 
 
 
　　③　小学校１年生から外国語教育に取り組んでいることで、お子様が英語を繰り返し

学ぶ機会が増えていると思いますか。 
 

 

 

 

 

 
④　小学校１年生から外国語教育に取り組むことで、お子様に力が身に付いていると

お感じになることはどんなことですか。（複数回答可） 
 
 

 

 

 

 

 

 
　　　⑤　今後の小学校の外国語教育について、どのようなことを希望しますか。ご意見等

があれば、お聞かせください。 
　　　　 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 割合(%)
 とても楽しみにしている 31.0％

 楽しみにしている 55.1％

 あまり楽しみにしていない 11.4％

 楽しみにしていない 2.5％

 割合(%)
 とても増えていると思う 24.1％

 増えていると思う 58.9％

 あまり増えていると思わない 16.5％

 思わない 0.6％

 割合(%)
 積極的に楽しくコミュニケーションを図ろうとする態度　　 29.5％

 （英語を）聞く力 27.8％

 （英語を）話す力　　 22.4％

 （英語を）読む力 7.5％

 （英語を）書く力　 3.3％

 力が身に付いていると思わない 9.5％

・英語の授業時数を増やしてほしい。 

・毎日英語に触れるようにしてほしい。 

・高学年は書く力と読む力を身に付けさせてほしい。 

・中学校とのギャップをなくしてほしい。 

・様々な国の人と会話をしてほしい。また，海外の考えや文化を知ってほしい。 

・英語を好きになってほしい。 

・書く力よりも聞く力や話す力を付けてほしい。 

・家や英語塾では味わえない海外の行事や文化に触れる体験型の授業を増やし

てほしい。 

・授業だけでは身につかないので宿題を出してほしい。 

・ネイティブと日常会話ができる力を付けてほしい。



（４）学校関係者（教職員）による評価　　　　　　　　 

①　小学校１年生から外国語教育に取り組んでいることについて、どのようにお

考えですか。 

 

 

 

 

 

 
②　児童は、外国語教育の時間を楽しみにしていますか。 

 

 

 

 

 

 

③　小学校１年生から外国語教育に取り組んでいることで、児童が英語を繰り返し学

ぶ機会が増えていると思いますか。 
 

 

 

 

 

 
④　小学校１年生から外国語教育に取り組むことで、児童が身に付いているとお感じ 
になることはどんなことですか。（複数回答可） 

 
 

 

 

 

 

 
 
　　　⑤　今後の小学校の外国語教育について、どのようなことを希望しますか。 
 
　　　　 
 

 割合(%)
 とてもよい 62.5％

 よい 37.5％

 あまりよくない 0.0％

 よくない 0.0％

 割合(%)
 とても楽しみにしている 25.0％

 楽しみにしている 75.0％

 あまり楽しみにしていない 0.0％

 楽しみにしていない 0.0％

 割合(%)
 とても増えていると思う 37.5％

 増えていると思う 62.5％

 あまり増えていると思わない 0.0％

 思わない 0.0％

 割合(%)
 積極的に楽しくコミュニケーションを図ろうとする態度　　 35.7％

 （英語を）聞く力 35.7％

 （英語を）話す力　　 7.1％

 （英語を）読む力 21.4％

 （英語を）書く力　 0.0％

 力が身に付いていると思わない 0.0％

・特に記載なし



４　実施の成果と今後の課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により目指す学校の教育目標達成の成果 

　　　本課程の実施により、児童が英語の音やリズムに親しみ、自ら積極的にコミュニケー

ションを図ろうとする姿勢が顕著に見られた。特に、他者の発表を尊重して「聞く」姿

勢や、自分の考えを伝えようとする「話す（やり取り・発表）」活動において、本校の

教育目標である「主体的に学ぶ姿」の実現に向けた大きな成果が得られた。 

 

（２）教育課程全体としてバランスのとれた教育活動が実施され、学校教育法に示す学校教

育の目標達成の成果 

　　　各学年の発達段階に応じた言語活動を設定することで、特定の技能に偏ることなく、

調和のとれた指導を展開することができた。低学年での音声を中心とした活動から、高

学年での「話す」ことの基礎を段階的に導入したことで、義務教育修了段階を見据えた

基礎学力の定着に寄与した。 

 

（３）今後の課題 

　　　保護者アンケート等を通じて、中学校進学を見据えたより円滑な接続や、英検等の資

格試験も視野に入れた基礎定着への期待を確認している。今後は、児童の意欲を維持し

つつ、「聞く・話す」活動を土台とした上で、「書く・読む」活動とのバランスをさら

に精査していく必要がある。愛宕中学校区との連携を一層強化し、交流の機会を増やす

ことで系統的な指導内容の充実を図る必要がある。中学校入学後の児童が自信を持っ

て次なる学習段階へ進めるよう、授業改善に取り組んでいきたい。  

 

５　授業の様子　 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　1年生の様子　　　　　　　　　　　　　　　 

 

6 年生の様子


